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作 物 統 計 調 査 

令和５年産麦類（子実用）の作付面積及び収穫量 
全国の４麦（子実用）の作付面積は 29万 5,700ha、収穫量は 132万 8,000ｔで、

前年産に比べそれぞれ２％、８％増加 

 
【調査結果の概要】 

１ 作付面積 

全国における４麦（子実用）（小麦、二条大麦、六条大麦及びはだか麦）の作付面積は

29万 5,700haで、前年産に比べ 5,100ha（２％）増加した。 
 

２ 収穫量 

全国における４麦（子実用）の収穫量は 132万 8,000ｔで、前年産に比べ 10万 1,000ｔ

（８％）増加した。 
 
 

表１ 令和５年産４麦（子実用）の作付面積、10ａ当たり収量及び収穫量 

注：１ 「（参考）10ａ当たり平均収量対比」とは、10ａ当たり平均収量（直近７か年のうち、最高及び最低を除い 
た５か年の平均値）に対する当年産の 10ａ当たり収量の比率である（以下同じ。）。 

２ 「…」は事実不詳又は調査を欠くもの、「△」は負数又は減少したもの、「nc」は計算不能のものであるこ 
とを示す（以下同じ。）。

10ａ当たり
収 量

対 差 対 比 対 比 対 差 対 比
ha ㎏ ｔ ha ％ ％ ｔ ％ ％ ㎏

　全　国 295,700 … 1,328,000 5,100 102 nc 101,000 108 nc …

　北海道 134,100 … 725,900 1,700 101 nc 105,000 117 nc …

　都府県 161,700 … 601,700 3,500 102 nc △ 4,100 99 nc …

　全　国 231,700 473 1,097,000 4,400 102 108 103,500 110 109 434

　北海道 132,300 544 719,400 1,700 101 116 105,200 117 110 494

　都府県 99,500 379 377,200 2,800 103 97 △ 2,100 99 106 359

二条大麦

　全　国 38,900 385 149,700 800 102 97 △ 1,500 99 108 356

　北海道 1,710 361 6,170 10 101 95 △ 270 96 91 398

　都府県 37,200 386 143,600 800 102 97 △ 1,100 99 109 355

六条大麦

　全　国 19,600 329 64,400 300 102 98 △ 700 99 108 304

　北海道 14 475 67 1 108 123 17 134 136 349

　都府県 19,600 329 64,400 300 102 98 △ 600 99 108 304

　全　国 5,540 300 16,600 △ 330 94 103 △ 400 98 103 290

　北海道 87 265 231 3 104 124 52 129 98 271

　都府県 5,450 299 16,300 △ 330 94 103 △ 500 97 103 291

はだか麦

10ａ当たり
平 均 収 量

４ 麦 計

小 麦

作付面積
10　ａ
当たり
収　量

収 穫 量

前 年 産 と の 比 較 ( 参 考 )

区　　分 作 付 面 積 収 穫 量 10ａ当たり
平均収量
対　　比

○ 本資料の数値は概数値であり、今後の農産物検査結果によっては、収穫量等に変更が生じることがある。 
○ 麦類（子実用）とは、４麦（小麦、二条大麦、六条大麦及びはだか麦）である。 
○ 子実用とは、主に食用にすること（子実生産）を目的とするものをいう。 

令和５年11月29日公表 
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◎ 累年データ 

４麦（子実用）の作付面積、10ａ当たり収量及び収穫量の推移 

１ ４麦計 

資料：農林水産省統計部「作物統計」（以下５の統計表まで同じ。） 

 

２ 小麦 

  

作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量

ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ

 平成26年産 212,600 401 852,400 123,400 447 551,400 89,200 337 301,000

     27 213,100 471 1,004,000 122,600 596 731,000 90,500 302 273,200

     28 214,400 369 790,800 122,900 427 524,300 91,500 291 266,500

     29 212,300 427 906,700 121,600 500 607,600 90,700 330 299,100

     30 211,900 361 764,900 121,400 388 471,100 90,500 325 293,800

 令和元 211,600 490 1,037,000 121,400 558 677,700 90,200 398 359,400

     ２ 212,600 447 949,300 122,200 515 629,900 90,400 353 319,400

     ３ 220,000 499 1,097,000 126,100 578 728,400 93,900 393 368,900

     ４ 227,300 437 993,500 130,600 470 614,200 96,700 392 379,300

     ５(概数) 231,700 473 1,097,000 132,300 544 719,400 99,500 379 377,200

区　分
全 国 北 海 道 都 府 県

作付面積 収 穫 量 作付面積 収 穫 量 作 付 面 積 収 穫 量

ha ｔ ha ｔ ha ｔ

 平成26年産 272,700 1,022,000 125,200 557,300 147,500 464,900

     27 274,400 1,181,000 124,200 737,600 150,100 443,600

     28 275,900 961,000 124,600 531,100 151,300 429,900

     29 273,700 1,092,000 123,400 613,500 150,400 478,200

     30 272,900 939,600 123,100 476,800 149,800 462,800

 令和元 273,000 1,260,000 123,300 685,700 149,800 574,100

     ２ 276,200 1,171,000 124,200 638,100 152,100 533,000

     ３ 283,000 1,332,000 128,300 737,700 154,700 594,400

     ４ 290,600 1,227,000 132,400 620,900 158,200 605,800

     ５(概数) 295,700 1,328,000 134,100 725,900 161,700 601,700

区　分
全 国 北 海 道 都 府 県
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３ 二条大麦 

 
４ 六条大麦 

注： 「－」は事実のないもの、「x」は個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公 
表しないものであることを示す。 

 
５ はだか麦 

作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量

ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ

 平成26年産 5,250 276 14,500 8 316 25 5,240 277 14,500

     27 5,200 217 11,300 12 367 44 5,180 218 11,300

     28 4,990 200 10,000 19 349 66 4,970 200 9,940

     29 4,970 256 12,700 35 371 130 4,940 253 12,500

     30 5,420 258 14,000 64 172 110 5,350 260 13,900

 令和元 5,780 351 20,300 149 213 317 5,630 355 20,000

     ２ 6,330 322 20,400 195 286 557 6,140 324 19,900

     ３ 6,820 324 22,100 498 293 1,460 6,320 326 20,600

     ４ 5,870 290 17,000 84 213 179 5,780 291 16,800

     ５(概数) 5,540 300 16,600 87 265 231 5,450 299 16,300

区　分
全 国 北 海 道 都 府 県

作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量

ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ

 平成26年産 17,300 272 47,000 - - - 17,300 272 47,000

     27 18,200 287 52,300 - - - 18,200 287 52,300

     28 18,200 295 53,600 - - - 18,200 295 53,600

     29 18,100 290 52,400 x x x 18,100 290 52,400

     30 17,300 225 39,000 x x x 17,300 225 39,000

 令和元 17,700 315 55,800 17 441 75 17,700 315 55,700

     ２ 18,000 314 56,600 19 142 27 18,000 314 56,600

     ３ 18,100 304 55,100 x x x 18,000 306 55,000

     ４ 19,300 337 65,100 13 385 50 19,300 337 65,000

     ５(概数) 19,600 329 64,400 14 475 67 19,600 329 64,400

区　分
全 国 北 海 道 都 府 県

作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量 作付面積
10ａ当たり
収 量

収 穫 量

ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ ha ㎏ ｔ

 平成26年産 37,600 288 108,200 1,740 338 5,880 35,800 286 102,400

     27 37,900 299 113,300 1,640 397 6,510 36,300 294 106,800

     28 38,200 280 106,800 1,690 398 6,720 36,500 274 100,100

     29 38,300 313 119,700 1,720 337 5,800 36,600 311 113,900

     30 38,300 318 121,700 1,660 334 5,540 36,600 317 116,100

 令和元 38,000 386 146,600 1,700 448 7,620 36,300 383 139,000

     ２ 39,300 368 144,700 1,760 432 7,600 37,500 366 137,100

     ３ 38,200 413 157,600 1,740 446 7,760 36,400 412 149,800

     ４ 38,100 397 151,200 1,700 379 6,440 36,400 398 144,700

     ５(概数) 38,900 385 149,700 1,710 361 6,170 37,200 386 143,600

区　分
全 国 北 海 道 都 府 県
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【調査結果】 

１ ４麦（子実用）（小麦、二条大麦、六条大麦及びはだか麦） 

(1) 作付面積 

全国の作付面積は 29 万 5,700haで、前年産に比べ 5,100ha（２％）増加した。 

このうち、北海道は 13 万 4,100ha、都府県は 16 万 1,700ha で、それぞれ前年産に比

べ 1,700ha（１％）、3,500ha（２％）増加した。 

 

(2) 収穫量 

全国の収穫量は 132 万 8,000ｔで、前年産に比べ 10 万 1,000ｔ（８％）増加した。 

これは、小麦の 10ａ当たり収量が前年産を上回ったためである。 

 

 

 

 
 

 

注： 統計数値及び割合については、表示単位未満を四捨五入しているため、合計値と内訳の計が一致しない場合が
ある（以下図 10まで同じ。）。 

 

 
 
 
 

図１ ４麦（子実用）の作付面積の 

   推移（全国） 

図２ ４麦（子実用）の収穫量の 

   推移（全国） 

表２ 令和５年産４麦（子実用）の作付面積及び収穫量 
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ha ｔ ha ％ ｔ ％

全 国 295,700 1,328,000 5,100 102 101,000 108

北 海 道 134,100 725,900 1,700 101 105,000 117

都 府 県 161,700 601,700 3,500 102 △ 4,100 99

作 付 面 積

前 年 産 と の 比 較
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２ 小麦（子実用） 

(1) 作付面積 

全国の作付面積は 23 万 1,700haで、前年産に比べ 4,400ha（２％）増加した。 

これは、他作物からの転換等があったためである。 

 

(2) 10ａ当たり収量 

全国の 10ａ当たり収量は 473kgで、前年産を８％上回った。 

これは、北海道において、天候に恵まれ、生育が順調で倒伏も少なく、登熟も良好

であったためである。 

なお、10ａ当たり平均収量対比は 109％となった。 

 

(3) 収穫量 

全国の収穫量は 109万 7,000ｔで、前年産に比べ 10 万 3,500ｔ（10％）増加した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道

71万9,400ｔ

（66％）
福岡

７万ｔ

（６％）

佐賀

５万800ｔ

（５％）

愛知

３万4,300ｔ

（３％）

三重

２万6,600ｔ

（２％）

その他

19万5,900ｔ

（18％）

令和５年産

小麦収穫量

109万7,000ｔ

（100％）

区 分 収 穫 量
10ａ当たり
収 量

対 差 対 比 対 比 対 差 対 比

ha ㎏ ｔ ha ％ ％ ｔ ％ ％ ㎏

全 国 231,700 473 1,097,000 4,400 102 108 103,500 110 109 434

北 海 道 132,300 544 719,400 1,700 101 116 105,200 117 110 494

都 府 県 99,500 379 377,200 2,800 103 97 △ 2,100 99 106 359

作 付 面 積
10　ａ
当たり
収　量

作 付 面 積 収 穫 量 10ａ当たり
平 均 収 量
対 比

10ａ当たり
平 均 収 量

前 年 産 と の 比 較 ( 参 考 )

図３ 小麦（子実用）の作付面積、 

   10ａ当たり収量及び収穫量の推移（全国） 

表３ 令和５年産小麦（子実用）の作付面積、10ａ当たり収量及び収穫量 

図４ 令和５年産小麦（子実用）の 

   都道府県別収穫量及び割合（全国） 
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３ 二条大麦（子実用） 

(1) 作付面積 

全国の作付面積は３万 8,900haで、前年産に比べ 800ha（２％）増加した。 

これは、九州、中国を中心に他作物からの転換等があったためである。 

 

(2) 10ａ当たり収量 

全国の 10ａ当たり収量は 385kgで、前年産を３％下回った。 

なお、10ａ当たり平均収量対比は 108％となった。 

 

(3) 収穫量 

全国の収穫量は 14 万 9,700ｔで、前年産に比べ 1,500ｔ（１％）減少した。 
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図５ 二条大麦（子実用）の作付面積、 

   10ａ当たり収量及び収穫量の推移（全国） 

図６ 令和５年産二条大麦（子実用）の 

   都道府県別収穫量及び割合（全国） 

表４ 令和５年産二条大麦（子実用）の作付面積、10ａ当たり収量及び収穫量 

区 分 収 穫 量
10ａ当たり
収 量

対 差 対 比 対 比 対 差 対 比

ha ㎏ ｔ ha ％ ％ ｔ ％ ％ kg

全 国 38,900 385 149,700 800 102 97 △ 1,500 99 108 356

北 海 道 1,710 361 6,170 10 101 95 △ 270 96 91 398

都 府 県 37,200 386 143,600 800 102 97 △ 1,100 99 109 355

( 参 考 )

作 付 面 積 収 穫 量 10ａ当たり
平 均 収 量
対 比

10ａ当たり
平 均 収 量

作 付 面 積
10　ａ
当たり
収　量

前 年 産 と の 比 較

佐賀

４万2,800ｔ

（29％）

栃木

３万3,200ｔ

（22％）

福岡

２万3,000ｔ

（15％）

熊本

9,460ｔ

（６％）

岡山

8,800ｔ

（6％）

その他

３万2,400ｔ

（22％）

令和５年産

二条大麦収穫量

14万9,700ｔ

（100％）
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４ 六条大麦（子実用） 

(1) 作付面積 

全国の作付面積は１万 9,600haで、前年産に比べ 300ha（２％）増加した。 

これは、関東・東山などにおいて、他作物への転換等があったものの、北陸を中心

に他作物からの転換等があったためである。 

 

(2) 10ａ当たり収量 

全国の 10ａ当たり収量は 329kgで、前年産を２％下回った。 

なお、10ａ当たり平均収量対比は 108％となった。 

 

(3) 収穫量 

全国の収穫量は６万 4,400ｔで、前年産に比べ 700ｔ（１％）減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図８ 令和５年産六条大麦（子実用）の 

   都道府県別収穫量及び割合（全国） 

図７ 六条大麦（子実用）の作付面積、 

   10ａ当たり収量及び収穫量の推移（全国） 

区 分 収 穫 量
10ａ当たり
収 量

対 差 対 比 対 比 対 差 対 比
ha ㎏ ｔ ha ％ ％ ｔ ％ ％ ㎏

全 国 19,600 329 64,400 300 102 98 △ 700 99 108 304

北 海 道 14 475 67 1 108 123 17 134 136 349

都 府 県 19,600 329 64,400 300 102 98 △ 600 99 108 304

( 参 考 )

作 付 面 積 収 穫 量 10ａ当たり
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対 比

10ａ当たり
平 均 収 量
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収　量

前 年 産 と の 比 較

表５ 令和５年産六条大麦（子実用）の作付面積、10ａ当たり収量及び収穫量 
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５ はだか麦（子実用） 

(1) 作付面積 

全国の作付面積は 5,540haで、前年産に比べ 330ha（６％）減少した。 

これは、関東・東山や四国を中心に他作物への転換等があったためである。 

 

(2) 10ａ当たり収量 

全国の 10ａ当たり収量は 300kgで、前年産を３％上回った。 

なお、10ａ当たり平均収量対比は 103％となった。 

 

(3) 収穫量 

全国の収穫量は１万 6,600ｔで、前年産に比べ 400ｔ（２％）減少した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（

ａ
当
た
り
収
量
）

10

6.8 

5.9 
5.5 

2.2 

1.7 1.7 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

  0

  2

  4

  6

  8

令和３年産 ４ ５

（
収
穫
量
）

（万ｔ）

（
作
付
面
積
）

（千ha）

324 

290 
300 

250

300

350

10ａ当たり収量

作
付
面
積

収
穫
量

（kg）

区 分 収 穫 量
10ａ当たり
収 量

対 差 対 比 対 比 対 差 対 比
ha ㎏ ｔ ha ％ ％ ｔ ％ ％ ㎏

全 国 5,540 300 16,600 △ 330 94 103 △ 400 98 103 290

北 海 道 87 265 231 3 104 124 52 129 98 271

都 府 県 5,450 299 16,300 △ 330 94 103 △ 500 97 103 291

( 参 考 )

作 付 面 積 収 穫 量 10ａ当たり
平 均 収 量
対 比

10ａ当たり
平 均 収 量

作 付 面 積
10　ａ
当たり
収　量

前 年 産 と の 比 較

表６ 令和５年産はだか麦（子実用）の作付面積、10ａ当たり収量及び収穫量 

図９ はだか麦（子実用）の作付面積、 

   10ａ当たり収量及び収穫量の推移（全国） 

図10 令和５年産はだか麦（子実用）の 

   都道府県別収穫量及び割合（全国） 

愛媛

4,590ｔ

（28％）

大分

2,670ｔ

（16％）
香川

2,220ｔ

（13％）

福岡

1,660ｔ

（10％）

佐賀

1,020ｔ

（６％）

その他

4,440ｔ

（27％）

令和５年産

はだか麦収穫量

１万6,600ｔ

（100％）
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【 統計表 】 

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040118985&ext=xls 

 

【 調査の概要 】 

・面積調査 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/menseki/gaiyou/ 

・作況調査（水陸稲、麦類、大豆、そば、かんしょ、飼料作物、工芸農作物） 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/gaiyou/ 

 

【 調査結果の主な利活用 】 

・ 食料・農業・農村基本計画における生産努力目標の策定及び達成状況の検証のた

めの資料 

・ 麦類に関する生産振興に資する各種事業の推進のための資料 

・ 経営所得安定対策の交付金算定等のための資料 

・ 農業保険法（昭和22年法律第185号）に基づく農作物共済事業の適切な運営のた

めの資料 

 

【 ホームページ掲載案内 】 

・ 本資料は、農林水産省ホームページの統計情報に掲載している分野別分類「作付

面積・生産量、被害、家畜の頭数など」、品目別分類「麦」の「面積調査」又は「作

況調査（水陸稲、麦類、大豆、そば、かんしょ、飼料作物、工芸農作物）」で御覧

いただけます。 

https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/#y8 

・ 本資料の数値は概数値であり、確定した詳細な数値はホームページに掲載（令和

６年３月予定）します。 

・ 公表した数値の正誤情報は、ホームページでお知らせします。 

 

【 関連リンク 】 

農林水産施策関係ページ：農林水産省>組織別から探す>大臣官房 

https://www.maff.go.jp/j/kanbo/ 

農業生産振興関係ページ：農林水産省>組織別から探す>農産局 

https://www.maff.go.jp/j/nousan/ 

 

https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files/data?sinfid=000040118985&ext=xls
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/menseki/gaiyou/
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/gaiyou/
https://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sakumotu/sakkyou_kome/#y8
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/
https://www.maff.go.jp/j/nousan/
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◎本統計調査結果について 

・作付面積に関すること 
農林水産省 大臣官房統計部 
生産流通消費統計課 面積統計班 
電話：（代表）03-3502-8111 内線 3681 

（直通）03-6744-2045 
・収穫量に関すること 

農林水産省 大臣官房統計部 
生産流通消費統計課 普通作物統計班 
電話：（代表）03-3502-8111 内線 3682 

（直通）03-3502-5687 
 
◎農林水産統計全般について 

農林水産省 大臣官房統計部 
統計企画管理官 統計広報推進班 
電話：（代表）03-3502-8111 内線 3589 

（直通）03-6744-2037 

      令和５年 11 月１日現在で、2023 年漁業センサスを実施します。 
       （流通加工調査については令和６年１月１日現在） 

政府統計の総合窓口 
（ｅ-Sｔａｔ） 

https://www.e-stat.go.jp/ 
 

お問合せ先 

https://www.e-stat.go.jp/

